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 ショウジョウバエにおける新規 short ORF 遺伝子 polished rice (pri)の遺伝子産物および胚発生過程における機能を明らかにする

ために以下の実験を行った。 

（１）pri 遺伝子産物の同定。 

 pri転写産物に存在する10個のORFのうち、ORF1-4がショウジョウバエ種間で保存されており、priがこれらの短鎖ペプチドをコー
ドすることが強く示唆されていた。そこで、ORF1-4がpriの機能に必須であるかを明らかにするために、pri変異体の表現型の回復実
験を行った。ORF1、3、4のみの過剰発現でもpri変異体の表現型が回復すること、ORF1-4にフレームシフト変異を導入した全長コ
ンストラクトではpri変異体の表現型が回復しないことから、ORF1-4が11およに32アミノ酸からなる非常に短いペプチドをコードし
ており、これらのペプチドがpri遺伝子の機能に必要かつ十分であることが明らかとなった。 

（２）細胞レベルでの表現型の解析 

 pri変異体では歯状突起形成、気管の管状構造の維持に異常が見られる。これらの表現型の原因を明らかにするため、様々な細胞
接着因子やアクチン細胞骨格の細胞内局在を検討した。その結果、pri変異体において歯状突起形成に直接寄与する、表皮細胞頂端
面でのアクチン繊維の集積が全く見られなかった。また、pri変異体において、気管の環状構造の維持に寄与する、内腔面に形成さ
れるtaenidial foldという構造に異常が見られ、taenidial foldの形成を制御する気管細胞頂端面での平行に並ぶアクチン繊維構造が正
常に構築されていなかった。これらの結果から、priがコードする短鎖ペプチドが上皮細胞頂端面に形成される特殊なアクチン繊維
構造を制御することが強く示唆された。 

                                        
※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)を  

添付すること。 
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